









































ルクス（Karl Heinrich Marx、1818～1883）とエンゲルス（Friedrich Engels、 1820～1895）は、





































摘する2。魯迅の日本留学期は 1902 年から 1909 年である。一方、大正期に留学していた郭沫若は、
むしろこの中沢臨川の「生命の凱歌」が書かれた時期にまさしく日本にいた。つまり、この時期の思
潮の影響を確実に受けている。 
                                                  


































                                                  
3 『郭沫若全集』15 巻，271 頁。全集には「太戈児来華之我見」と表記される。 


































                                                  
5 『文芸論集』（人民文学出版社、1979 年）42 頁。 
6 『郭沫若全集』12 巻、66 頁。 







前述したようにタゴール（Rabindranath Tagore、1861～1941）、ゲーテ（Johann Wolfgang von 









    
  三个泛神論者    
  一 
我愛我国的庄子，   私はわが国の荘子を愛する、 
因爲我愛他的 Pantheism，  彼の Pantheism を愛しているから、 
因爲我愛他是靠打草鞋吃飯的人。 彼が草履を編んで暮らす人だから。 
  二 
我愛荷兰的 Spinoza，  私はオランダの Spinoza を愛する、 
因爲我愛他的 Pantheism，  彼の Pantheism を愛しているから、 
因爲我愛他是靠磨鏡片吃飯的人。 彼がレンズを磨いて暮らす人だから。 
  三 
我愛印度的 Kabir，   私はインドの Kabir を愛する、 





                                                  
8 『郭沫若全集』12 巻、208 頁。 
9 武継平『異文化の中の郭沫若 ―日本留学の時代』（九州大学出版会、2002 年 12 月）236 頁。 












   人間の生命の中で最も高級な要素は精神の働きである。精神の働きは大脳の働きの総和にすぎ
ない。大脳の働きの本質は Energy の交流にすぎない。 
   全ての物質にはみな生命がある。無機物にも生命がある。全ての生命はみな Energy の交流で
ある。宇宙全体は Energy の交流にすぎない。 
  （中略） 
   生命の文学を創造することは、第一に人を創造することであり、まずは多量の Energy を集め
て個体の精神の働きを増長させなければならない。 
















                                                  
11 「生命底文学」（『時事新報・学灯』1920 年 2 月 23 日：『郭沫若佚文集』上冊）25～26 頁。 




















のほかの一、二首であった」15と記している。1923 年の「太戈爾来華之我見」では、1914 年 9 月に
第一高等学校予科に進んでから、下宿の同室者である本科 3 年に在籍する親戚の者が持ち帰った英文




ゴールの詩と文』では、“On The Seashore”（「海岸にて」）、“Baby’s Way”（「赤坊の癖」）、Sleep Stealer”
（「眠りの盗人」） “Clouds and Waves”（「雲と波」）が英文と日本語訳で紹介されている19。郭沫若
                                                  
13 鄧捷『中国近代詩における文学と国家』（御茶の水書房，2010 年）の第三章「一九二〇年代中国におけるタゴー
ル受容と聞一多の格律詩」に詳しい。 
14 『郭沫若全集』12 巻、65 頁。 
15 『郭沫若全集』16 巻、212 頁。 
16 『郭沫若全集』15 巻、269 頁。 
17 『世界文学総合目録 東欧諸国・中国・インド・アラビアンナイト編』第 10 巻（大空社、2013 年）には、『新













晨安！Bengal 的泰戈尔翁呀！  おはよう、Bengal のタゴール翁よ。 











    果てしない世界に子供達が集う。／果てのない青空は静まり、静まらぬ海はとどろいている。／
果てしない世界に子供達は集い、叫び、踊る。 
    On the seashore of endless worlds children meet. The infinite sky is motionless overhead 
and the restless water is boisterous. On the seashore of endless worlds children meet with 









                                                  
20 譚中「タゴールの中国現代詩への影響」（『タゴール著作集別巻 タゴール研究』、第三文明社、1993 年） 


























 この「人生讃歌」は 1838 年、ロングフェロー31 歳の時の作品で、結婚して間もない妻を流産で亡
くした時期であり、自分を奮い立たせる意味合いがあると川本皓嗣は説明している26。 
 「人生讃歌」第 7 連は以下の通りである。 
 
   Lives of great men all remind us／We can make our lives sublime, 
／And,departing,leave behind us／Footprints on the sands of time; 





24 「沙上的脚印」は 1920 年 2 月 7 日に『時事新報・学灯』に発表された時には「岸」という題名であった。『女
神』収録時に現在の題名に変更されている。 
25 陳永志校釈『《女神》校釈』（華東師範大学出版社、2008 年） 















  一 
太阳照在我右方，   太陽は私の右側を照らす、 
把我全身的影儿   私の全身の影を 
投在了左边的海里；   左側の海に投げこんだ、 
沙岸上留了我许多的脚印。  砂浜には私のいくつものあしあとが残った。 
  二 
太阳照在我左方，   太陽は私の左側を照らす、 
把我全身的影儿   私の全身の影を 
投在了右边的海里；   右側の海に投げこんだ、 
沙岸上留了我许多的脚印。  砂浜には私のいくつものあしあとが残った。 
  三 
太阳照在我后方，   太陽は私の後方を照らす 
把我全身的影儿   私の全身の影を 
投在了前边的海里；   前方の海に投げ込んだ 
海潮哟，别要荡去了沙上的脚印！ 波よ、沙の上のあしあとをさらわないで。 
  四 
太阳照在我前方，   太陽は私の前方を照らす、 
太阳哟！可也曾把我全的影儿  太陽よ、私の全身の影を 







































                                                  



















  詠博多湾 
博多湾水碧留黎、  博多湾の水は碧の留黎、 
白帆片片随風飛29。  白帆は片片として風に隨ひて飛ぶ。 
願作舟中人、  願はくは舟中の人と作りて、 









我又坐在这破船板上，  私はまたこの難破船の甲板に座って、 
我的阿和    私の和ちゃんは、 
和着一些孩儿们同在沙中游戏。 ひとむれの子供達と砂の上で戯れている。 
                                                  




我念着泰戈尔的一首诗，  私はタゴールの詩を口ずさみ、 


















 次に海のイメージをどのように扱っているのか見てみたい。タゴールの“On the Seashore”には




海也在笑，  海も笑い、 
山也在笑，  山も笑い、 
太陽也在笑，  太陽も笑い、 
地球也在笑，  地球も笑い、 
我同阿和，我的嫩苗， 私と和ちゃん、我が愛し子、 






























青沉沉的大海，波涛汹涌着，潮向东方。   
光芒万丈地，将要出现了哟――新生的太阳！  
 
                                                  
30 『《女神》校釈』では最初期の新詩として挙げられる「死的誘惑」「残月黄金梳」「Venus」「新月與白雲」の執筆
時期についての考察がなされている。もともとこの作品は郭沫若の自著『創造十年』（1932 年）では 1918 年岡山
時代（季節などは限定されていない）の作品、「私の作詩の経過」（1936 年）では 1918 年の夏から秋にかけての
作品、『五十年簡譜』（1941 年）では 1916 年夏期休暇中の作品、「郭沫若、靑年の問に答える」（1959 年）では
1918 年に書き出したもの、としており、これまで研究者を悩ませてきた。 
 考察に依ると、岡山の住まいの近くには海がないこと、また 1918 年夏に九州帝国大学医学部に入学するために










































































                                                  
32 『《女神》校釈』の「浴海」の注釈による。 
33 武継続平『異文化のなかの郭沫若―日本留学時の時代』（九州大学出版会、2002 年 12 月） 





































One of Guo Moruo's thoughts, which is called pantheism, is placed in the tide of the Taisho-
era (1912-26) "vitalism".  For instance, Rabindranath Tagore's works were understood in Japan 
as one of the branches of vitalism.  There are certain works of Tagore which use "shore" as their 
themes.  It is well known that Guo Moruo wrote a piece "On the Shore", taking a leaf out of them.  
Although both of them took up the same "shore" as their theme, Tagore used it for the contrast 
between "an adult who is capable of riding out in a boat to the other world" and "a child who is 
incapable of riding boat and has to stay in this world".  Whilst Guo Moruo described the "shore" 
as a place he, an adult, stayed at because he had to stay at this world for being unable to cross the 
river to the other world,.  This apparently is a development from Tagore's works.  And, for Guo 
Moruo, "shore" was an important subject he often described as a place from where to confront 
nature.  This motif "shore" is also closely related to "the sun", which is generally known as the 
central motif in his The Goddesses.  In The Goddesses, "the sun" is the origin of life, and at the 
same time is worshiped as the wellspring of poet creation.  In the pantheistic world-view, people 
enjoy themselves united in nature, but Guo Moruo himself, though he worshipped "the sun", kept 
a certain distance from "the sun".  Guo Moruo always wandered on the "shore" and when writing 
took a stance that he was standing between day and night, darkness and light.  What drove him 
to creative work was his internal conflict that he admired "the sun", but he himself could not 
become "the sun".  
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